
（別紙３）

〜 令和8年1⽉11⽇

（対象者数） 19名 （回答者数） １４名

〜 令和7年12⽉22⽇

（対象者数） 10名 （回答者数） 10名

○ 分析結果
事業所の強み（※）だと思われるこ

と
※より強化・充実を図ることが期待

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等 さらに充実を図るための取組等

1

・専⾨性が⾼い
・基準⼈員以上の配置が出来ており、
より⼿厚い⽀援が出来ている。
・イベントをスタッフで協⼒して実施
出来ている。
・保護者や、相談⽀援員との良好な関
係が図れている。
・急変時の対応や、療育への知識が⾼
い。
・近隣の保育園との交流を⾏ってい
る。

・⾃⼰研鑽を重ねる。
・各個⼈の⼊社時の能⼒に応じた指導が必要であるため、
コミュニケーションを⼤いに図り、⽇々の振り返りを⾏
う。

2

・スタッフが制度を理解できるよう指
導している。
・個別⽀援計画書の作成までの流れを
理解できている。
 また家族を含めた個別⽀援会議を6ケ
⽉に1回実施している

・⾃⼰研鑽を重ねる。
・事業所で研修を⾏っている。

3

・⼦供の些細な変化や健康状態の観察
が⼗分に出来ている。その後の対応
（異常時）も個別に対応出来ている。
・申し送りや保護者との関わりが丁
寧。

・引き続き利⽤時の健康観察と平常時の把握を⾏う。
・申し送り時にはより丁寧な対応を意識する。

事業所の弱み（※）だと思われるこ
と

※事業所の課題や改善が必要だと思
事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

・地域との関わりが少ないがボランテ
イアや実習の受け⼊れを⾏っている。
・他事業所との関わりが少ない

・引き続き地域へのイベントには積極的に参加を⾏う。保
護者を含めてのイベント等を開始した。保育園との交流を
再開した所である。
・他事業所と関わりが必要な時に⾏う。

2
勤務時間が様々で、朝の情報共有の時
間を作るのが難しい、1⽇の振り返りを
集まってすることが難しい。

・必要時、個々にあった指導を⾏う。（苦⼿分野）
・情報共有できるようSNSを引き続き使⽤していく。
・⾃⼰研鑽を重ねる
・各個⼈の能⼒に応じた指導を⾏い⽇々の振り返りを⾏
う。

○事業所名 重症児デイサービスAQUA

○保護者評価実施期間 令和７/12/16

○保護者評価有効回答数

令和7年12⽉16⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和7年12⽉10⽇

○従業者評価実施期間

・地域の⾏事や活動には出向いている。重⼼児対応の事業所であるため、感染症
の懸念や移動⾯や体調⾯を考えると消極的になってしまっている部分もある
・他事業所との関わりは現時点で必要性を感じていない。

・個々の経験値の違いや出勤⽇数、出勤時間の違いより差が⽣じている現状

・様々な専⾨職種のスタッフが配置されている
・はじめての⽀援の場合は、必ず指導者を付け、⽀援内容や⼿技が出来るまで⾒
守り・指導を⾏っている。
・新⼊職員に対しては担当で指導している。
・保護者、相談⽀援員への報告、共有を細⽬に⾏っている。
・兄弟児と保護者等を招待しての、イベントの開催や、お遊戯会、クリスマス会
にも保護者を招待し、保護者向けに緊急時、急変時の対応の研修も同時に⾏って
いる。

・児発管をはじめ、スタッフへ制度についての指導を出来る限り密に⾏ってい
る。

・児の平常時の状態をしっかり把握できている。また来所時の健康観察がしっか
り出来ている。異常時は看護職員を中⼼に判断を適格に⾏い対応している。
・サービス提供記録だけでなく、申し送り時にその⽇の様⼦や気になることを細
かく伝えるようにしている。

事業所における⾃⼰評価総括表公表


